
投与前検  投与後検査（年  日赤投与前        併用 血液  査（年月）  月）  検査     ■丑  等  

HBsA武一）  

日日sAb（－）  

HBcAb（－）  

（08′06）  

HBsAg（→〉  

HBsAb（－）  

HBc人山－）  

（08／07〉  

HBd嶋（十）  

H8sA以－）  
H8c入試－）  HBV－  

HEIsA〆－）             （08／09）  DNA（－）   

（08／05）  H8s毎（十）  期間 中）   

HBsAb（－）  HBsAbト）  
（08／05）  H8cA山一）  全部  

（08／10）  DNA（十） （09／01）   

HBsAd十）  

H8s仙（－）  

H8cAb（－）  

（08／11）  

HBsAg（＋）  

HBsAb（－）  

HBcAb（－）  

（08／12）  

HBs座（十）  

Jnq′nll  

HBsAg（－） （08／11） ト喝sA武一）  HBV－DNA（十） H8sA虞十）  H8V－DNA（一）    陪性 （輸血 前）  保管検 体7本 全部 HBV－    H8c人山－）  HBsAbく－）  （08′11）   陽性  （08／lり  （09／02）    （輸血 後）  DNAト）   3－ 090  A一  2009／  2009／  人赤血 球濃厚 液（放射 線照射）    舌 0  外 傷・ 整形  001 3 同 く＞  08∝l 0857  3／4  3／18  ーしR 新鮮凍 桔人血 栄一しR    外科 的疾 患   

19／Z3（柑  

人は  
H8V関  
連検査  
陰性、1  
人はH8s  
抗体の  
み慣性  
であり、  
当該献  
血時にお  
いてもl司  

様であっ  
た．）  

調査結果を  
受けて担当  
医より「副作  
用・感染症と  
輸血血液との  
因果関係あり  
と考える」との  
コメントが得ら  
れた。  

14本の原  

料血策を  
製造。原料  
血禿lま3本  

確保済み  
で、2本破  

棄すみ。  

100  

単位  
婿単  
位  
8単  

位  
原料血菜 は9本使 用済み。  

4本の原料  
血乗、1本  

の新鮮凍  
結血策－  
LR、2本の  

赤血球濃  
厚液－しRを  

製造。原出  
血焚、新鮮  
凍結血涙－  
LRは全て  

確保済み。  
赤血球濃  
厚液－しRは  

1本廃棄済  
み。  

厚液－しR  

は1本は  

医療機関  
へ供給済  赤血球濃     み．   

3／9  

原疾    投与  投与前検  投与後検査（年  日赤投与8   
患   年月  査（年月）  月）   検査   

HBsAg（－）  HBsAg（十） （09／03）   

循環  B 型 肝  

炎   
H【】G仙（ 

HBsAg（－）  

HBsノ也（一）  

日日（．A以－）  

（08／10）  

H白s∧d－）  

08／09   H8s鋤（－）  HBV－DNA（  
B- HBcAb（－）  H8sAd－〉  
血液   型  
肝  
炎  日日sAb（－）  

09／01   （09／02）  

HBV←DNA（十）  

HBsAd十）  

HBeAg（十）  

日日eAb（十）  

（09／03）   

外  日 型 肝 炎  08／11  HBV一 DNA（づ H8sAよ一）  H8sAd十）  HBV一口NAl  傷・   08／1t   H白e雨（十）  整形   Ot）／11   H【）e赴（＋）  外科 的疾   09／03  H8cAb（－）  HBcAb（十） kM一日BcAb（十）  （08／1り  患   09／03  （08／lり  （09／03）  

日 赤  識別  FAX受  報告 受領  

日  番  
1ヲ   

3－ 090  A－ 0800  2009／  2（刀9／  001  

0859  3／5  3／18   

5  

ロ 090  A－ 0800  2009／  2009／  4  00l  

0862  

090  

3－    A－ 09（】0   

4／9  



使用  供血者  同一供血  
単位 勤  再献血 ※  着装荊確 保※  

検  
2単  

位   
査陰性）   

）  

報告対象外   5本の原料  

調査結果を  血菜、1本  

検  の新鮮凍  
45単   

位  

う   4阜 位  4／6（H8V 間違検＿ 査瞳性）  

と考える」との  策－しRは全  

コメントが縛ら  て確保演  
れた。  み。  

乙／人  
はH8V  

関連検 査陰性、  
検  1人はH8  

疎漏厚液－  

）   

抜献血 

－   

原疾    投与  投与前検 査（年月）  投与後検査く年  日赤投与前  日赤投 与後  受血書 個別  献血者 個別  患   年月   月）  検査  検査  NAT  NAT   

循環  
保管  

HBさA正一）  ー、・  
器疾 患   Ht】cA扉－）  全部  
炎   （07／08〉   HBV－  

DNA（－  

HBsA正一）  

HBs～（十）  

B 塑 肝 炎     （08／04）  H8V－DNA（十）     HBV－  慣性 （輸血  保管 体8諷  農芸   08／12 08／12  H8＄頒一） H巳cA山一） （08／12）  HBeAd－） H80A吠土） （00／01）  H8V－ONAく十） （08／12）  DNA（◆） （09／0り  前） 陽性 （輸血  

後）   

HβV－  

DNA（－）  

HB8Ad－  

その  B 型  ）  焼性   
肝 炎  08／09   H88Ab  （輸血  全部   

（08／09）   

後）  H8V－  
H巳山吹一   

（09／02）  

血液  8 型 肝 炎  08／05 08／05  H【ldよ－） H8GAb（一）  HBsAd－）  HBV－DN∧（十）    陽性  保管桟      （08／09） ト旧sAd＋）  H8sAd－） HBsAb（＋）   （輸血 前）  体11本 全部  腫瘍   －0＄  （07／12）  （09／03） H巳∨－DN∧（十） （Ogノ03）  H8山吹－） （08／04）   鳩性 （輸血 後）  HBV－ DN人（－）   

3－ 090  A－ 0900  2009／  之80≦l／  人赤血 瑠濃厚  女  002 2  0020  4／l  4／1ヰ  液－LR  

Tで陰  又は  血前後  閃  輸血後N  

人血小  
板濃厚  
液く放射  

3－ 090 00l  A－ 08（旧  2∝〉9／ 2／6  200≦l／ 2／18     線照射） 人赤血  E   

0  0853      球濃厚 液（放射  

線照射）  

1R   

人赤血  
球濾厚  

燥－LR   

人赤血  
球濃厚  
液（放射  

3－ 090  A－ 0900  2∝19／  2009／     繰照射） －LR  E  001 9  

振濃厚  
液（放射  

線照射）  

円 凹  0016  ユ／24  4／7   

3－ 090  A一 0800  2009／  2009／ 20    液－LR 新鮮凛  李  001 q  0も55  2／9  え／  病人血  

5／9  

使用  供血者  同一供血   
単位  再献血  
※   

10壷  1／5 （H【iV関  5本の原料 血推を製 遣 

。原料血 兼は全て  
確保済み 
。   

2本の原料  

4阜  2／3   血焚、2本 の新鮮凍  
編血焚を  
製造、原料  
血漁は1本  

確保済み。   

7本の原料  

川里  5／7   血兼、1本 の鮮凍  
新 総血莞5  位  （HElV閏  4単  連枝査  本の赤血  

球MAPを  

製造。   

投与前枝  投与後検査（年  日赤投与前  日赤投● 与後  

捜査   

F貯∇＝  

DNA（一）  

HBGA以－  

L＿＿＿   

協転乗確庇事例  

HBV－  

DNA（十）  

H日sAd十  

（09／03）  

6ノ′9  



投与前挨  投与後検査（年  日赤投与前        糞（年月）  月）  検査  

HCV－Ab卜）  HCV－   

HCV－Ab（－  
保管桂  

口  HCV－Ab（十）  

陽性  
HCV一  （輸血  全部   

（06／1T）  （09／03）  仙（＋）  後）  HCV－  

（09／0：））  （09／03）  RNA（－）  

HCV－A山一  HCVコアAよ十）   HCV【  

（09／02）  HCV－  （輸血  全部  

HCV－Ab（－）  

（09／02）  

RNA（一）  桂性  保管検 体3本   

RNA卜〉   

HCコ Ad－）  （09／02）   

HCV－ 頒＋）  HCV－一月NA（十〉  HCV－RNA（十）  HCV－  腸性   

（08／‖〉  HCV－Abく十） （09／02）  

保管挨   

い軌鮎ユ＿＿＿＿＿＿【  

2本の原料  

血策、1本  

の新鮮凍  
結血涙－しR  

を製造、原  
料血煎、鮪  
鮭凍結血  
焚－しRは全  

て確保済  
み。  

報告破棄  
担当医より輸  
血と感染の因  
果関係なしと  
の見解がえら  
れた。  

報告破棄  
担当医より輸  
血と慈染の因  
果関係なしと  
の見解がえら  
れた。  

3本の原料 血莞を製 造。原料血 資は全て 確保済み。  

7／9  

日 赤  識別  FAズ受    番  

番号  付日  
号  

3－  A－   20（】9／  2009／  090  

08   0850  l／29  2／10  

原疾  岳 染  投与  投与前検  投与後検査（年  日赤授与前  日赤投 与後 検査      併用 血液  三≡  症  

年月  査（年月）  月）   

名  製剤 等  

む九 」 ＿＿          亘葺惑，＿   生乳  い＿ A  

河川礼帽汗I。く皿 小梅製剤をシリ  
ンジに分取し、  

6mしを4時間で  

授与。）  
同日、追加で輸  
血施行。（血小  

板製剤詳余より  

しこ6mLを8時間  
で投与。）  

輸血終了10時  
間後、気管内吸  

在胎24週3  

その  細 菌  09／01   白45Tgの 超低出生  

全、肺鬱血の状   
疾患  感   重児。   

工 管理。  上昇。 血 

にて死亡。  

りBac川山s  

た当該製剤の   シリンジに分取     引から出血が見 られ、急性心不   投与中止の 当該製剤（1 本）による細 菌培養討眉 を実施、陰 性。当該輸        人血 清ア   

使用  供血者  同一供血   
単位  再献血  者製剤確   
政  ※  保※  

1本の原料  

血策を製  
10単       造。原料血  
血  資は確保  
関  済み。   

配
伽
離
、
淵
紙
折
紙
脱
誤
脚
胱
軋
闇
喘
柳
 
 
 

被疑薬：  

採血2日目の  

照射濃厚血  
小板（l本）  

調査結果を  
受けて担当  
医より「細菌  
昏染と輸血  
液との因果  
係なしと考え  
る。」とのコメ  
ントがえられ  
た。  

8′／9  
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事  務  連  絡  

平成21年4月16日  

日本赤十字社血液事業本部 御中  

薬事・食品衛生審議会血液事業部会事務局  

厚生労働省医薬食品局血液対策課  

血液製剤に関する報告事項について   

血液事業の推進に御努力いただき、厚く御礼申し上げます。   

さて、標記につきましては、平成21年1月14日付け血安第7号にて貴社  

から報告を項いたところですが、平成21年5月14日（木）に平成21年度  

第1回血液事業部会運営委員会が開催されます■ので、下記の事項について資料  

を作成いただき、平成21年4月21日（火）までに当事務局あて御提出いた  

だきますようお願いします。記の11については、平成21年2月10日間催  

平成20年度第4回血液事業部会運営委員会提出資料を更新のうえ、再度御提  

出ください。   

なお∴資料の作成に当たっては、供血者、患者及び医療機関の名称並びにこ  

れらの所在地又はこれらの事項が特定できる情報を記載しないよう、個人1官報  

及び法人情報の保護に特段の御配慮をお願いします。  

記  

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑   

われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなけれ   

ば、その旨。   

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、‘その旨。   

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型   

肝炎ウイルス）感染が疑われる事例 

検査結果。来訪がなければ、その旨。   

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検  

。
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己 ＝  
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阿 く⊃ く⊃   
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29   

N  

平成21年5月14日開催  
薬事・食品衛生審議会  
運営委員会葦出資料  

別紙  

日本赤十字社  

試行的HEV20プールNAT実施状況について  

（輸血後HEV感染の予防対策）  

1．試行的HEV20プールNAT実施状況  

北海道赤十字血液センター管内  

調査期間：平成17年1月1日～平成21年3月31日  

献血者数  HEV－RNA陽性  陽性率  

H17．1～H18．2丼1  341，174  45  1／7，582  

H18．3～H21．3※2  822，613  103  1／7，98■7  

合計  1，163，787  148  1／7，863   

＊1北海道センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体も含む）   

＊2血妹分画センターにてNAT実施（ALT高値、検査不合格検体は除く）  

2．HEV－RNA陽性献血者の内訳   

別添  

押
鯉
・
＞
〓
 
 
 



川Ⅳ抗体  N0．  採血日  年齢  性別  ALT 0∪／L〉  H亡V RNA  問診 該当 ※1   喫食歴調査  遡及対象  
lgM  llG  内の積類   供袷製剤   受血書情報  

3l  2∝18／01／02  22  F   十  有  ウシレバー、ウシ精肉   十分加熱  無  
32  2008／01／06  88  M   2：l  ＋  無  ウシレ′く－、ブタホルモン．ヒツジ精肉   半生   無  

ユユ  2叩8／01／1ユ  38  M   
ウマ精肉」不明レバー  

42  
生  

＋  無   ウシ精肉、ヒツジ精肉  半生  無  
ウシレバー、ブタ精肉、ブタホルモン  十分加1熱  

34  2008／Ol／用  53  H   238  ＋  ＋  ＋  有  ウシレバー、ウシホルモン   十分加熱  無  

85  2008／01／†3  3t   H   43  十  有  不明レバー・ ブタ編肉 
、ヒツジ欄内   

半生  
十分加熱  無  

38  2008／01／1丁  48  M   25  ＋  無  回答なし  無  
3ブ  2tカβ／OIノ25  52  〟   25  十  無  不明レバー、ヒツジ席肉   十分加熱  有  揃血後898頒在．HEVマーカーー・の膀掛ま見られす追j臥印萱終7   

く旭  2∝〉¢／01／30  39  F   22  ＋  無  回答なし  無  
39  2∝18／Ot／30  25  M   ユ2  十  有  ウシ精肉．ウシホルモン、ブタ精肉   十分加熱  無  

ウシレバー  
40  2∝帽／02／02  39   F   35  ＋  ＋  有   ウシレバー  

生  
半生  無  

ヒツジ精肉  十分加熱  
41  2（》8／02′0？  5丁  M   一っ  ＋  無  不明   不明   無  
42  瓢8／02／07  40  F   172  ＋  ＋  ＋  無  ウシ欄内   十分加点  ★  

43  2胴／02ハ1  39  M   28  
イノシシ精肉、ブタ精肉   ＋  ■  ブタホルモン、ブタレバー、ブタガツ、ヒツジ精肉   半生 十分加熱  無  

■l  2008／02／20  58  M   22  ＋  無  ヒツジ精肉   十分加蘭  無  

45  2∝栂／02／21  45  M   30  ＋  無  ウシ精肉 ブ 半生  
タ精肉、ブタレバー、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

40  2∝婚／t迫／01  ヰl   F   15  十  無  回答なし  無  
4丁  2∝〉8／∝lノ01  50  F   29  十  無  回答なし  索  
48  2008／∝レ02  54  叫   l了  ＋  ＋  十  無  ウシ・ブタ（精肉、レ／く一、ホルモン）、ヒツジ村内  十分加熱  無  

イ，  馴／Ⅶ／～7  」貯   F   12  十  無  国昔なし  無  
58  細l／○ヰ／0l  3l   F   t8  ＋  ／  ヒツジ精肉   半生   暮  
引  2脚／糾／01  38   F   11  十  ／  ブタ精肉、不明レバー   十分加射  無  
52  2∝ll／抑柑  J8  M   45  ＋   十  ＋  ／  ブタレ′ト、ウシ軸内、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

53  刀08／朗／柑  封  M   28  ＋   ウシ精肉、ウシホルモン  半生  
ウシ精肉、ウシホル≒ン  十分加腐  無  

54  2∝ll／C叫／22’  28  吊   ll  十  ＋ ・  十  ／  回答なし  無  
55  2008／糾／2¢  ヰ8  H   tg  ＋  ブタレバー   半生   無  
58  2α旭／05／用  ¢2  M   27  ＋  ・ ／  ヒツジレバー   十分加熱  ★  
57  2∝18／OT／○†  lT  M   謂  十  回答なし  無  
58  u・2【旧8／07／ll  3ヰ  F   10  ＋  ／  回答なし  無  
59  200β／OTハ‡  2t   F   2丁  ＋  ／  回答なし  無  
80  200l／OT／22  鱒  M   48  ＋    十  ／  ウシ肩肉、ブタ精肉．ブタホルモン、ブタレバー  十分加熱  無  

HEV抗体  問診  
N0．  採血日  年l‡  性別  AしT （ハJ′∪  H∈∨ RNA   喫食崖調査  遡及対象  供給製剤   受血書惰瀾  

lgM  lgG  ；宅1                     内の檀類   

8l  2008／08／0l  62  M   柑  ＋  ブタホルモン、ウシ精肉、ブタ精肉、ヒツジ精肉  十分加熱  無  

82  2008／09／08  叫  F   14  十  ／  喫食歴なし  無  
的  2∝帽／09／29  ・88  M   ＋  ／  ブタ欄内、ヒツジ精肉   十分加魚  無 
81  2008／lO／21  29  M   22  十  不  無 

65  2008／11ハ9  ヰ8  M   58  ＋   ／  ウシ布肉、ブタ精肉   十分加熱  承  

β○  2胴′††／～3  51  M   柑  十  ／  回答なし  無  

8丁  2（カ○／t2／Ot  43  M   55  ＋  十  ／  ブタ精肉   十分加熱  無  

88  ．2（氾8ハ2／04  lO  H   側  ＋・  ＋  ＋  ／  ウシ精肉   十分加熱  無  

悶  2【D8／12／04  47  M   ヰ0  ＋  ＋ ■．  ＋  ウシ編肉、ウシホルモン   十分加】熱  無  

TO  2∝け／∝1／Ot  ココ  M 41  ＋  ウシレバ・－   生   無  

71  2∝け′03／15  42  M   32  ■  ＋   ／  ブタレバーー、ブタホルモン し   半生   無  

†2  ， 2（刀7／03／2丁  55   H   こ如  ＋  不明レバー   十分加熱  無  

73  2（氾丁／肌／OT  22   F   9  
＋   ユッケ  生  

ウシホルモン、ヒツジホルモン  十分加熱  無  
丁4  2007／05／18  47   F   t5  ＋  ／  ヒツジ精肉、ブタホルモン   十分加熱  無  

丁5  2∝17／05ハ8  40   F   27  ＋  ＋ ．  十  ／  フタ生ハム（自家製〉   半生   無  

†8  2（l刀／05／30  33   M   祁  ＋   十  ヒツジ洞内、ブタホルモン   十分加熱  無  

7丁  2（旧7／飾／22  38  M   20  十  ／  ウシ精肉、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

78  獅7／（カ／25  ．45  M   37  ＋  ＋  ＋   ブタ精肉  十分加熱 生  無  
ヒツジ楷内  半  

了9  2（0丁／08／2丁  3丁   M   柑  ＋  ブタ掃内   十分加熱  ◆ 無  

80  2007／0丁′24  5】   M   24  ＋  ／  喫食歴なし  無  

81  20：17／07／29  3丁  M   48  ＋   不明レバー、ブタホルモン  十分加熱   無  
不明レバー、ブタホルモン  半生  

さ2  ～（刀7／OT′3l  ヰ8  〃   コ0  ＋  ／  ブタ精肉、ブタホルモン、ブタレバー  十分加熊  無  

83  2∝け′08／Ot  ヰ8   M   ユJ  ＋   ブタ碍肉  十分加熱   無  
ウシ編内、ヒツジ精肉  半生  

84  ？（カ丁／08′01  5J   M   28  ＋  ヒツジ精肉  十分加熱   無  
ヒツジ箱肉  半生  

85  2007／08／2β  50  M   ＄0  ＋   ヒツジ精肉  十分加熱   無  
ウシ荷肉  生  

86  2Cの7／09／05  11   M   29  ＋   ／  嘆食歴なし  無  

87  2（Xけ′09′t8  41   H   23  ＋  ウシ編肉．ブタ精肉、ウシホルモン、ブタホルモン  半生   無  

88  ・▲2（泊丁／09′21  ST  M   19  十  ブタホルモン   十分加熱  無  

田  ～α）7／10′の  5，  M   39  十  ブタレバー、ブタ精肉   十分加熱  無  

90  2（刀丁／10／03  19   M   ヰ0  喫食歴なし  無  
し
ー
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H∈∨抗体  HEV  
Nく〉．  採血日  年齢  性別  AしT （lU′L）  

喫食監視査  遡及対籍  
RNA   供給製剤   受血者情報  

IEM  IgG  

9l  2007／10／09   35   M   柑  ＋  7タ精肉   十分加熱  無  

92   2（旧7′10／18   ∝l  M   31  ＋  ／  ウシ精肉、ブタ精肉＿ヒツジ精肉   十分加熱  無  

93  2∝け／11ハ6   24   M   5  十  不明  無  
94  2α）7／‖／16   54   M   22  ＋   －ト  ブタホルモン、ブタレバー   十分加熱  無  

95  2〔旧7／1】／16   45   M   ヰ7  十   ブタ精肉  十分加熱   無  
ブタレバー  半生  

96  2007′】t／19   58   M   t3  十  レバー、ホルモン   不明   無  
97  200丁／＝／19   2－l   M   哺  ＋  不明  無  
98  2∝けハ1／2－l   38   M   25  ＋  不明  無l  

9∈l  20：17／11／29   42   M   21  ＋  ＋  不明  無  
100    20叩／‖／80  31   M   42  十  ＋  ＋  ／  レバー   不明   睡  
10t  2008／0】′08   35   M   36  ＋  ウシ精肉、ブタ編内   十分加熱  無  

102    2（刀8／01／17  48   F   13  ＋   ＋  十   ブタホルモン、シカ精肉  十分加熱 半生  無  
ウシ精肉  

10ユ    2∝鳩／01／29  57  M   22  ＋  ブタレバー、ブタホルモン   十分加熱  無  

104    2∝帽／OZ／04  3】   M   17  ＋   ＋   ＋  不明  無  

IO5  2008ノ∽／06   57   M   28  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

1（）6  2008／02／13   42   M   35  ＋   ／  不明レバー   十分加熱  無  

107  2∝鳩／02／13   80   M   37  ＋  ＋  ＋  不明  無  

108  20：〉8／03／11   38  M   21  ＋  不明  無  

】09  2008／03／25   34   F   26  ＋  喫食歴なし  無  

＝0  Z∝略／08／26   32  M   4†  ＋  ＋   －ト  ／  ブタ精肉、ウシ精肉   十分加熱  無  
2∝旭′03／29   54   M   26  ＋  ブタ精肉   十分加】熱  無  

112  2∝18／0コ／30   19   F   9  十   ／  不明レバー   十分加熱  無  

‖3  2008／04／†6   48   M   13  十  不明  無  

1tl  2008／05／T2   33  M   12  十  ブタ精肉．ブタホルモン   半生   無  
】15  2〔旧8／05／28   39   F   29  十  ／  不明  無  

118  2008′05／28   47   M   48  ＋  ブタホルモン   十分加熱  無  

】‖  2〔旧8／08／04   43   M   38  十  ＋  ＋   ウシレバー  生  
ウシホルモン、ウシ、ブタ．ヒツジ精肉  十分加熱  無  

t18  2ひ：〉8／08／07   12   M   
十   ウシレバー  生  

ブタ馬肉  十分加熱  無  

1】9  冨2008／06／23   48  M   17  ＋  ／  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   半生   無  

120  2（氾8／07ハ0   39   M   32  ＋   ウシ∴ブタ、ヒツジ精肉  半生  
ウシ、ブタ、ヒツジ構内  十分加熱  無  

HEV抗体  問診   
N0．  採血日  年齢  性別  AしT （王∪／し）  HEV RNA   該当 ※1   嘆食歴調億  遡及対象  供給製剤   受血書情報  

lgM  kG  肉の種類   
t21  2∝旭／07ハ1  39   M   28  十  不明  無  

122  2008／07／28  34   M   35  ＋  ／  ウシ精肉．ブタ精肉   十分加熱  無  

丁23  2（X旭／07′21  36  M   45  十  ／  不明  無  

124  2∝旭／07／30  24   M   10  ＋  不明  無  

】25  2（氾8／鴨／20  】9   M   17  十  十   ／  不明  無  

t26  2（X旭／89／03  30  M   28  十  不明  無  

127  2008／09′08  35   M   18  ＋  不明  無  

128  2∝）8／09／09  23   F   2－1  ＋  ブタ、ヒツジ精肉   十分加熱  無  

】29  2008／09ノ18  ココ   F   t8  ＋  ＋  十  ／  不明  無  

t：！0  2皿／09／18  58  M   21  ＋  不明  無  

13t  20（均／09／‖  62   M   3丁  十   ／  ウシレバー、ブタレバー   十分加熱  無  

182  20（過／09／23  42  M   36  ＋  ブタ精肉．ブタレバー   十分加熱  無  

133  2（D8／00／25  85   M   】6  十  不明  無  

1こ】4  2008／09／27  30  M   22  十  不明  無  

】35  2∝伯／10ハ0  50  M   31  十  ウシ、ブタ、ヒツジ精肉   不明   栴  

138  2（衿8ハ0′＝  39   F   15  ＋  ウマ精肉   生   無  

137  2∝〉8／】0ハ4  56   M   13  ＋  ／  不明レバー   生   無  

t38  2∝旭／10／18  38   F   23  ＋  不明  無  

1こ！8  2（刀8ハl／03  37  M   22  ＋  ウシホルモン、ブタ精肉   半生   無  

t40  2008／‖′1l  41   F   ＋  不明  無  

t41  2∝鳩／】2／05  52   M   18  ＋  ブタレバー   十分加熱  無  

142  2008／t2／20  47   M   2二⊇  ＋  ／  ウシ．ブタ、ヒツジ精肉   十分加】熟  無  

い13  2（D9／01ハ3  50  M   27  ＋  ／  ウシ▲ブタ（精肉、しノし、れしキン）   ＋分加熱  無  

144  2（氾9／Ot／27  55   M   十  不明  無  

】45  2009／02′‖  37   M   28  十  不明ホルモン   十分加熱  無   J   

＝柑  2α）9／02ハ6  59   F   23  ＋  ブタレバー   不明   無  

＝‖  2∝〉9／02／23  20   F   42  ＋   ＋  ウシ、ブタ精肉  半生   無  

148  2∝〉9／03ハ1  29   M   49  ＋  ブタレバー、ホルモン   十分加熱  無  

※1：問診喫食歴調査内容   
05年】月18～05年tO月3＝ヨイ過去3ケ月以内にブタ、シ九イノシシあるいは動物柱不明の生肉∴宣レバーの喫良民」   
05年11月‖ヨへイ柑年03月3一日 r過去3ケ月以内に生肉（半生も含む）、レ′ト、ホルモン（動物乱焼き方を問わず）の喫食歴」、なお本調査個6年03月3＝ヨをもって終了  

U  U   
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査結果。来訪がなければ、その旨。   

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝   

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその彼の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎   

ウイルス）感染が疑われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査   

結果。来訪がなければ、その旨。   

9．平成19年2月2・0日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝  

炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検   

査結果。来訪がなければ、その旨。   

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液  

製剤でHCV（C型肝炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人   

の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。   

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況。  

血安第18 5 号  

平成21年4月21日  

厚生労働省医薬食品局血液対策課哀様  

日本赤十字社  

血液事業本部長  

血液製剤に関する報告事項について（回答）  

平成21年4月16日付事務連絡によりご依頼のありました標記の件については、‾F  

恵により回答いたします。  

記  

1．平成15年9月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHIVの感染が疑われる   

事例についてし残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪がなければ、その旨。  

⇒ 残る2人のその後の来訪なし。（8名中6名が来所、検査は全て陰性）  

2．平成16年3月22日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ  

ルス）感染が疑われる事例について、残る5人の供血者のその後の検査結果。来訪   

がなけれげ、その旨。  

⇒ 残る5人のその後の来訪なし。（37名中32名が来所、検査は全て陰性）  

3．平成16年11月26日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウ  

イルス）感染が疑われる事例について、残る8人の供血者のその彼の検査結果。来  

訪がなければ、その旨。  

⇒1人がその後献血に協力頂き、検査は陰性。残る7人の来訪なし。（48名中  

41名が来所、検査は全て陰性）  

4．平成17年1月12日付けで報告された輸血用血液製剤でH】∃V（B型肝炎ウイ  

ルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検査結果。来訪  

がなければ、その旨。  

⇒ 残る4人のその後の来訪なし。（16名中12名が来所、検査は全て陰性）  

5．平成17年2月4日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル  

ス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査結果。来訪が  

なければ、その旨。  
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⇒ 残る1人のその後の来訪なし。（追跡調査対象の4名中3名が来所、HBV－DNAは  

全て陰性。1名はHBc抗体がEIA法のみ陽性HI法陰性、その他の者は全て陰性）  

6．平成17年6月23日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る4人の供血者のその後の検査結果。来訪   

がなければ、その旨。   

⇒ 残る4人のその後の来訪なし。（20名中16名が来所、検査は全て陰性）  

7．平成18年4月7日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル   

ス）感染が疑われる事例について、残る9人の供血者のその後の検査結果。来訪が  

なければ、その旨。   

⇒ 残る9人のその後の来訪なし。（53名中44名が来所、HBV－DNAは全て陰性。  

2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、1名はHBs抗体のみ陽性、その他の者は全て  

陰性）  

8．平成18年6月5日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイル   

ス）感染が疑われる事例について、残る2人の供血者のその後の検査結果。来訪が  

なければ、その旨。   

⇒ 1人がその後献血に協力頂き、検査は陰性。残る1人の来訪なし。（29名中  

28名が来所、HBV－DNAは全て陰性。2名はHBc抗体及びHBs抗体陽性、1名は  

HBs抗体のみ陽性、その他の者は全て陰性）  

9．平成19年2月20日付けで報告された輸血用血液製剤でHBV（B型肝炎ウイ   

ルス）感染が疑われる事例について、残る1人の供血者のその後の検査結果。来訪  

がなければ、その旨。   

⇒ 残る1人のその後の来訪なし。（3名中2名が来所、検査は全て陰性）  

10．平成18年2月15日報告、3月8日付けで追加報告された輸血用血液製剤でH  

CV（C型月‡炎ウイルス）感染が疑われる事例について、残る3人の供血者のその   

後の検査結果。来訪がなければ、その旨。  

⇒ 残る3人のその後の来訪なし。（81名中78名が来所、検査は全て陰性）  

11．試行的HEV20プールNATについて、その後の調査実施状況。  

＝〉 別紙のとおり  
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